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令和３年度大久保駐屯地司令感謝状受賞者

大
久
保
自
衛
隊
協
力
会

久御山協力会 澤 野 和 嗣

八幡市協力会 橋 本 正 勝

宇治田原協力会 木 谷 喜 六

木津川協力会 三 桝 正 行

小倉協力会 井 上 諭

京田辺協力会 寺 本 安 一

青年部 中 西 秀 友

陽融会 西 尾 善三郎

大久保駐屯地桃友会 堀 江 洋 一

４５会 中 畑 昌 三

くりくま会 迫 田 一 文

さきがけ会
南 部 登志子

伊 田 俊 二

業務諸隊ОＢ会 溝 上 昭 人

駐
屯
地
は
、
令
和
３

年
８
月
３
日
（
火
）
、

大
久
保
駐
屯
地
厚
生
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
大
久
保
駐
屯

地
感
謝
状
贈
呈
式
を
実

施
し
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
る
駐
屯

地
へ
の
ご
理
解
と
ご
支

援
、
ご
協
力
頂
い
た
14

名
の
受
賞
者
の
う
ち
、

ご
参
加
を
賜
っ
た
７
名

の
方
に
対
し
、
駐
屯
地

司
令
（
坂
元
秀
明

陸

将
補
）
か
ら
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
感
謝
状

及
び
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
活
力
に

溢
れ
、
皆
様
に
更
に
信

頼
さ
れ
る
大
久
保
駐
屯

地
を
目
指
し
、
日
々
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和３年度大久保駐屯地司令
感 謝 状 贈 呈 式

記念撮影（撮影時のみマスクを外しています）

「第７施設群新隊員後期教育」「第３施設大隊新隊員後期教育」

団

車

両

技

能

競

技

会

紙面紹介

連携した杭作成 杭の打ち込み

爆破訓練

木材加工 木材の連結

ショベルによる
投土

気迫溢れる選手宣誓準備完了
「やります！」

息の合ったタイヤ
チェーン取付け

クランク走行
「そのまま来い！」

目視による確実な
安全確認

縦列駐車完了
「決まった！」

Ｓ字を走行
「朝飯前です！」

優勝した第３０７
ダンプ車両中隊

団
は
、
令
和
３
年
７
月
８
日
（
木
）
、
９
日
（
金
）
の
２

日
間
、
駐
屯
地
の
自
動
車
教
習
所
等
に
お
い
て
団
車
両
技
能

競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
４
施
設
団
の
隷
下
部
隊
か
ら
代
表
と
し
て
参
加
し
た
隊

員
達
は
、
部
隊
の
名
誉
を
か
け
て
大
型
車
両
の
操
縦
技
能
、

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
取
り
付
け
、
車
両
運
行
に
関
す
る
知
識

等
の
部
門
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
車
両
部
隊
の
矜
持
を
見
せ
た
第
３
０
７
ダ
ン
プ

車
両
中
隊
が
接
戦
を
制
し
て
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

第
７
施
設
群
教
育
隊
（
新
隊
員
90
名
）
は
、
令
和
３
年
７
月

２
日
（
金
）
か
ら
10
月
４
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
第
３
施
設
大

隊
教
育
隊
（
新
隊
員
44
名
）
は
、
令
和
３
年
７
月
２
日
（
金
）

か
ら
９
月
29
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
４
月
に
入
隊
し
た
新
隊
員

に
対
し
て
後
期
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
隊
員
は
猛
暑
と
コ
ロ
ナ
禍
に
も
負
け
ず
、
施
設
科
隊
員
と

し
て
の
基
礎
知
識
及
び
技
能
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
同
期
の
絆
を

深
め
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。

教
育
を
修
了
し
た
隊
員
達
は
、
自
信
と
希
望
を
胸
に
、
大
久

保
駐
屯
地
の
ほ
か
豊
川
、
富
山
、
宇
治
、
三
軒
屋
、
出
雲
駐
屯

地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
に
配
属
さ
れ
、
第
一
線
で
活
躍
し
ま
す
。

若
い
力
の
新
天
地
に
お
け
る
活
躍
を
乞
う
ご
期
待
！

漕舟練成

第
７
施
設
群
教
育
隊

第
３
施
設
大
隊
教
育
隊

屋根型鉄条網
の構築

１ 面
・令和３年度中部方面総監
感謝状受賞者紹介

・令和３年度大久保駐屯地
司令感謝状贈呈式

・新隊員後期教育
・団車両技能競技会

２面・３面
・各部隊訓練等記事

４ 面
・部隊長随筆
・最先任の一言
・職場体験
・定年退官者紹介
・転入部隊長紹介
・編集後記

令和 ３年度中部方面総監感謝状受賞者紹介

令
和
３
年
10
月
２
日
（
土
）
、

伊
丹
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市

に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
中
部

方
面
総
監
感
謝
状
贈
呈
式
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

大
久
保
駐
屯
地
か
ら
は
、
大

久
保
自
衛
隊
協
力
会
会
長
の
林

勉
氏
が
、
「
駐
屯
地
行
事
の
支

援
等
を
通
じ
、
地
域
と
自
衛
隊

と
の
懸
け
橋
と
な
り
、
防
衛
基

盤
の
育
成
に
尽
力
し
た
功
績
」

に
よ
り
、
中
部
方
面
総
監
（
野

澤
真

陸
将
）
か
ら
直
接
感
謝

状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
林
会
長
は
、

「
こ
の
よ
う
な
栄
え
あ
る
感
謝

状
を
頂
け
た
こ
と
は
、
誠
に
身

に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
致
し
ま
す
。
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

）

中
部
方
面
総
監感

謝
状
受
賞

大
久
保
自
衛
隊
協
力
会

会
長

林

勉

氏中部方面総監との記念撮影
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第

３

施

設

大

隊

第

７

施

設

群

第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊

訓練等写真

第

１

０

２

施

設

器

材

隊

訓練等写真

各 部 隊 訓 練 等 記 事
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器
材
隊
は
、
令
和
３
年
７
月
29
日
（
木
）
か
ら

８
月
２
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
大
久
保
駐
屯
地
及

び
長
池
演
習
場
に
お
い
て
令
和
３
年
度
予
備
自
衛

官
招
集
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
招
集
訓
練
は
、
特
殊
器
材
中
隊
が
担
任
し
、

予
備
自
衛
官
延
べ
96
名
の
参
加
の
下
、
任
務
遂
行

能
力
の
向
上
に
着
意
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
に
お
い
て
は
、
人
命
救
助
セ
ッ
ト
の
取
扱

い
、
施
設
基
礎
作
業
（
連
結
）
、
89
式
小
銃
の
取

扱
い
（
分
解
・
結
合
）
、
駐
屯
地
警
備
、
救
急
法

第
２
課
題
第
1
段
階
（
隊
員
自
ら
に
よ
る
止
血)

、

担
任
部
隊
長
（
器
材
隊
長
川
田
２
佐
）
に
よ
る
精

神
教
育
、
実
弾
射
撃
及
び
体
力
測
定
を
実
施
し
ま

し
た
。

ま
た
、
指
導
能
力
の
向
上
を
狙
い
と
し
て
器
材

隊
の
若
年
隊
員
に
教
官
及
び
助
教
を
担
当
さ
せ
る

等
、
教
官
及
び
訓
練
参
加
者
双
方
に
と
っ
て
有
意

義
な
訓
練
と
な
る
よ
う
着
意
し
ま
し
た
。

酷
暑
の
中
で
の
招
集
訓
練
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
全
員
が
訓
練
に
真
摯
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
、
体

調
管
理
及
び
安
全
管
理
を
徹
底
し
、
一
人
も
か
け

る
こ
と
な
く
無
事
招
集
訓
練
を
終
え
ま
し
た
。

人命救助セットの取扱い施設基礎作業（連結）

射 撃体 力 測 定

群
は
、
令
和
３
年
７
月
12
日
（
月
）
か
ら
18
日

（
日
）
ま
で
の
間
、
第
３
８
０
施
設
中
隊
に
対
し
、

ま
た
令
和
３
年
８
月
23
日
（
月
）
か
ら
27
日
（
金
）

ま
で
の
間
、
第
３
８
１
施
設
中
隊
に
対
し
、
そ
れ
ぞ

れ
群
長
訓
練
検
閲
を
長
池
演
習
場
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

第
３
８
０
施
設
中
隊
は
、
７
月
下
旬
で
の
検
閲
受

閲
で
あ
っ
た
た
め
、
夜
間
で
も
気
温
の
高
い
状
態
が

続
く
中
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
も
見
舞
わ
れ
な
が
ら
、
指

揮
所
用
簡
易
掩
蓋
掩
壕
（
４
．
５
Ｌ
Ｐ
）
、
執
務
室

用
露
天
掩
壕
、
作
業
室
用
露
天
掩
壕
、
機
関
銃
用
簡

易
掩
蓋
掩
壕
（
２
．
５
Ｌ
Ｐ
）
の
構
築
及
び
非
標
準

式
地
雷
原
、
指
向
性
散
弾
並
び
に
柵
型
鉄
条
網
の
構

成
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
３
８
１
施
設
中
隊
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
参
加
人
数
が
限
定
さ

れ
る
中
、
少
な
い
人
員
で
の
作
戦
準
備
と
な
り
、
今

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
状
態
で
の
検

閲
と
な
り
ま
し
た
が
、
指
揮
所
用
簡
易
掩
蓋
掩
壕

（
４
．
５
Ｌ
Ｐ
）
業
務
室
用
露
天
掩
体
、
通
路
部
の

構
築
及
び
ヘ
リ
ボ
ン
障
害
の
構
成
を
実
施
し
ま
し
た
。

両
中
隊
と
も
一
致
団
結
し
て
悪
条
件
を
克
服
し
、

中
隊
長
を
核
心
に
被
支
援
部
隊
の
ニ
ー
ズ
を
第
一
義

に
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

大
隊
は
、
令
和
３
年
７
月
13
日
（
火
）
か
ら
18

日
（
日
）
ま
で
の
間
、
令
和
３
年
度
第
３
回
野
営

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
２
直
接
支
援
中
隊
は
第
７
施
設
群
第
３
８
０

施
設
中
隊
と
協
同
し
、
集
結
地
の
占
領
、
自
衛
警

戒
戦
闘
、
指
揮
所
構
築
、
野
外
炊
事
及
び
野
整
備

支
援
に
つ
い
て
演
練
し
ま
し
た
。

野
整
備
支
援
に
お
い
て
は
、
被
支
援
部
隊
へ
の

巡
回
整
備
に
よ
り
、
機
材
の
不
具
合
を
未
然
に
防

止
す
る
と
と
も
に
、
迅
速
・
円
滑
な
故
障
整
備
を

行
い
、
被
支
援
部
隊
の
任
務
達
成
に
寄
与
し
ま
し

た
。
ま
た
、
初
級
陸
曹
が
教
官
と
な
り
、
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
装
着
要
領
に
つ
い
て
教
育
し
、
野
外
、

敵
の
脅
威
の
下
で
装
着
要
領
を
演
練
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
野
外
炊
事
訓
練
に
お
い
て
は
、
炊
事

未
経
験
者
に
対
し
て
、
夏
場
の
衛
生
面
を
重
視
し

た
炊
事
要
領
の
練
成
を
通
じ
、
野
外
炊
具
２
号

改
）
の
取
り
扱
い
練
度
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

厳
し
い
暑
さ
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
万
全
に
し
て
、
参
加
者
全
員
が
異
状

な
く
、
野
営
訓
練
を
終
え
ま
し
た
。

第
２
直
接
支
援
中
隊
は
、
今
後
も
中
隊
長
を
核

心
に
要
望
事
項
「
和
」
を
以
っ
て
、
中
隊
一
丸
と

な
り
更
な
る
精
進
を
重
ね
て
行
く
所
存
で
す
。

巡回整備（大型トラック）

野外炊事 車両の偽装

タイヤチェーンの取付け

命令下達

指揮所用簡易掩蓋掩壕の本体部構築

機関銃用簡易掩蓋掩壕の埋め戻し

車両配列完了

集団装薬を使用した障害処理

７０式地雷原爆破装置の設置

集団装薬を使用した障害処理

指揮所用簡易掩蓋掩壕の本体部構築

（

大
隊
は
、
令
和
３
年
６
月
16
日
（
水
）
か
ら
７
月

23
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
北
海
道
に
あ
る
上
富
良
野
、

然
別
及
び
矢
臼
別
演
習
場
に
お
い
て
第
３
師
団
が
実

施
す
る
令
和
３
年
度
北
方
転
地
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。本

訓
練
に
お
い
て
、
攻
撃
に
任
ず
る
第
36
戦
闘
団

に
配
属
さ
れ
た
第
２
中
隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
第
３
師
団
が
実
施
す
る
第
一
次
師
団
訓

練
検
閲
統
裁
及
び
Ｈ
Ｔ
Ｃ
（
北
海
道
訓
練
セ
ン
タ
ー

運
営
を
支
援
し
ま
し
た
。

今
年
の
北
海
道
は
、
99
年
ぶ
り
の
暑
さ
と
な
り
、

連
日
30
度
に
近
い
暑
い
日
が
続
く
な
ど
、
隊
員
に
と

っ
て
厳
し
い
環
境
で
し
た
。

ま
た
、
約
１
７
０
０
キ
ロ
の
長
距
離
機
動
訓
練
は
、

北
海
道
へ
の
移
動
を
初
め
て
経
験
す
る
者
も
多
か
っ

た
た
め
、
不
安
と
期
待
が
混
じ
る
中
で
の
移
動
と
な

り
ま
し
た
が
、
第
２
中
隊
及
び
統
裁
部
要
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
一
人
一
人
が
日
頃
の
練
成
の
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
整
斉
円
滑
に
移
動
し
、
矢
臼
別
演
習
場

で
の
各
種
任
務
を
完
遂
す
る
と
と
も
に
、
じ
後
の
練

成
の
資
を
得
ま
し
た
。

）
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第 ３ １ ８ 基 地 通 信 中 隊 大 久 保 派 遣 隊

大 久 保 駐 屯 地 業 務 隊

第 ４ 施 設 団 本 部 付 隊

第 ３ 後 方 支 援 連 隊
第 １ 整 備 大 隊 施 設 整 備 隊

第 ３ ９ ７ 会 計 隊

第 ３ ０ ７ ダ ン プ 車 両 中 隊

大 久 保 駐 屯 地 広 報 紙 「 や ま し ろ 」 ２ 四 半 期 号

団
本
部
付
隊
は
、
令
和
３
年
７
月
８
日
（
木
）

及
び
９
日
（
金
）
に
大
久
保
駐
屯
地
に
お
い
て
団

車
両
技
能
競
技
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
競
技
会
は
、
車
両
操
縦
技
術
及
び
操
縦
手
、

車
長
の
連
携
能
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
団

結
の
強
化
、
士
気
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

「
技
能
の
部
」
は
、
鋭
角
の
通
行
、
縦
列
駐
車
、

ク
ラ
ン
ク
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
車
両
の
後
退
の
運
転

技
能
を
操
縦
手
、
車
長
が
連
携
し
て
実
施
、
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
脱
着
時
間
を
競
う
２
項
目
で
争
い
、

「
知
識
の
部
」
は
、
道
路
交
通
法
・
陸
上
自
衛
隊

関
係
法
規
の
中
か
ら
１
０
０
問
の
筆
記
試
験
で
争

い
ま
し
た
。

通
信
班
所
属
の
中
瀬
３
曹
、
北
士
長
が
隊
の
代

表
と
し
て
競
技
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

競
技
会
前
、
２
名
の
隊
員
は
学
科
試
験
の
勉
強

及
び
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
脱
着
要
領
を
繰
り
返
し

練
成
し
、
自
信
を
持
っ
て
競
技
会
本
番
に
臨
み
ま

し
た
。
い
ざ
決
戦
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
脱
着
及
び

運
転
技
能
は
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
な
く
練
成
の
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
20
チ
ー
ム
中
７
位
と
優

勝
を
狙
え
る
位
置
に
付
け
た
も
の
の
、
翌
日
の
学

科
試
験
を
終
え
、
総
合
４
位
と
惜
し
く
も
苦
杯
を

な
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
競
技
会
に
お
け
る
２
名
の
隊
員
の

真
剣
さ
と
努
力
は
車
両
技
能
の
向
上
及
び
車
両
事

故
絶
無
を
図
る
こ
と
の
重
要
性
を
全
隊
員
に
強
く

意
識
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

派
遣
隊
は
、
令
和
３
年
８
月
１
日
付
を
も
っ

て
新
派
遣
隊
長
（
尾
崎
素
子
３
等
陸
尉
）
が
着

任
し
ま
し
た
。

要
望
事
項
は
、
「
挑
戦
」
で
す
。
自
分
に
限

界
を
作
る
こ
と
な
く
、
あ
く
な
き
向
上
心
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

技
術
向
上
に
努
め
、
駐
屯
地
か
ら
信
頼
さ
れ
る

常
続
不
断
の
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
基
盤
を
確
保

す
る
た
め
派
遣
隊
一
丸
と
な
っ
て
日
々
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
８
月
23
日
（
月
）
か
ら
27

日
（
金
）
に
実
施
さ
れ
た
第
１
回
群
集
中
訓
練

及
び
第
１
回
大
隊
統
制
訓
練
で
は
、
通
信
所
の

運
営
及
び
通
信
所
の
警
備
要
領
に
つ
い
て
演
練

し
、
常
続
不
断
の
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
を
確
保

す
る
上
で
必
要
な
練
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

本
訓
練
に
お
い
て
は
派
遣
隊
長
等
の
状
況
判

断
・
指
揮
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の

基
礎
動
作
を
演
練
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
電
磁

波
・
サ
イ
バ
ー
等
の
新
領
域
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
更
に
演
練
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、
駐
屯
地
に
所
在
す
る
部
隊
の
指
揮

の
命
脈
た
る
通
信
確
保
に
貢
献
し
ま
す
。

タイヤチェーンの脱着操縦手と車長との連携

銃 点 検 記 念 撮 影

業
務
隊
は
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
任

務
達
成
と
隊
員
の
充
実
し
た
生
活
の
た

め
、
様
々
な
会
同
や
委
員
会
を
開
催
し

て
必
要
な
情
報
を
提
供
し
た
り
、
ニ
ー

ズ
等
の
聴
き
取
り
を
行
い
、
日
々
勤
務

環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

開
催
し
て
い
る
会
同
等
は
施
設
管
理
、

補
給
・
給
食
、
福
利
厚
生
、
健
康
管
理

な
ど
、
隊
員
の
勤
務
・
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
日
頃

か
ら
、
各
部
隊
の
担
当
者
と
密
接
な
情

報
の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
業
務
隊
は
一
般
の
部
隊
と
は

異
な
り
、
自
衛
官
、
事
務
官
、
技
官
、

共
済
組
合
職
員
及
び
非
常
勤
隊
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
数
か
つ
多
種
多
様
な
人
員
で
構
成

さ
れ
て
い
る
た
め
、
５
つ
あ
る
各
科

「
横
の
繋
が
り
」
を
意
識
し
て
業
務
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

大
久
保
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
引
き
続

き
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
を
支
え
る
「
縁

の
下
の
力
持
ち
」
と
し
て
「
部
隊
・
隊

員
の
た
め
に
」
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

隊員に対する油流出防止教育新隊員に対する物品愛護教育

施
設
整
備
隊
は
、
令
和
３
年
８
月
４

日
（
水
）
に
大
久
保
駐
屯
地
で
第
１
回

大
隊
訓
練
検
閲
の
是
正
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

隊
本
部
は
有
線
構
成
、
整
備
小
隊
は

偽
装
網
の
展
張
及
び
整
備
所
天
幕
の
構

築
訓
練
を
実
施
し
、
通
信
担
当
者
以
外

の
隊
員
も
有
線
を
構
成
、
運
用
で
き
る

こ
と
を
目
標
に
、
小
隊
は
基
本
基
礎
の

徹
底
と
、
班
長
及
び
若
年
隊
員
の
育
成

を
目
標
と
し
、
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し

た
。猛

暑
の
中
、
有
線
の
構
成
要
領
を
全

隊
員
が
習
得
し
、
整
備
小
隊
は
整
備
所

天
幕
を
少
人
数
で
構
築
し
、
偽
装
ま
で

完
成
さ
せ
、
怪
我
や
体
調
不
良
者
を
出

す
こ
と
無
く
訓
練
を
終
え
ま
し
た
。

加
え
て
レ
ン
ジ
ャ
ー
集
合
教
育
の
参

加
予
定
者
に
対
し
て
素
養
試
験
前
の
練

度
判
定
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
施
し
た

内
容
は
懸
垂
、
腕
立
て
伏
せ
、
か
が
み

跳
躍
、
上
体
起
こ
し
、
銃
を
保
持
し
て

の
２
ｋ
ｍ
の
持
続
走
で
す
。

練
度
判
定
の
成
果
も
あ
り
、
教
育
参

加
予
定
者
は
素
養
試
験
を
無
事
に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

必
ず
輝
く
レ
ン
ジ
ャ
ー
徽
章
を
胸
に

帰
隊
し
ま
す
の
で
、
声
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

会
計
隊
は
、
訓
練
の
一
つ
で
あ
る
計
算
証
明

集
中
点
検
訓
練
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

本
訓
練
は
会
計
検
査
院
に
提
出
す
る
計
算
書

等
の
不
備
事
項
の
絶
無
を
図
る
と
と
も
に
、
会

計
隊
員
の
会
計
特
技
能
力
の
向
上
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

会
計
検
査
院
の
会
計
実
地
検
査
は
数
年
に
一

度
大
久
保
駐
屯
地
も
受
検
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

と
は
別
に
会
計
隊
は
毎
月
、
計
算
書
等
の
書
面

検
査
を
受
け
る
た
め
会
計
関
連
の
書
類
も
提
出

し
て
お
り
、
間
違
い
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
支
払
前
に
も
確
実
な
点
検
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
誤
記
入
や
印
漏
れ
等
の
見
逃

し
や
間
違
い
が
な
い
か
、
全
隊
員
が
書
類
や
数

字
の
不
備
の
是
正
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
隊
員
相
互
に
点
検
を
実
施
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
担
当
業
務
以
外
の
会
計
特
技
能
力

が
向
上
で
き
る
よ
う
着
意
し
、
明
ら
か
に
な
っ

た
不
備
事
項
を
全
隊
員
に
周
知
徹
底
し
、
じ
後

全
員
が
完
璧
な
書
類
作
成
能
力
を
習
得
し
、
国

民
か
ら
更
に
信
頼
さ
れ
る
業
務
が
で
き
る
こ
と

を
目
標
に
日
々
努
力
し
て
励
ん
で
い
ま
す
。

レンジャー素養前の練度判定 通信訓練（有線構成）

女性自衛官も活躍！ 確実な点検・確認

走行ダンプによる砕石の卸下作業優秀隊員に選出された森糸１士

中
隊
は
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
、
令
和

３
年
９
月
５
日
（
日
）
か
ら
９
月
16
日
（
木
）
ま

で
の
間
、
令
和
３
年
度
方
面
隊
統
制
演
習
場
秋
季

整
備
に
参
加
し
ま
し
た
。

中
隊
長
木
村
３
佐
を
核
心
と
し
て
演
習
場
整
備

の
場
を
部
隊
の
任
務
遂
行
能
力
向
上
と
人
材
育
成

の
場
と
捉
え
、
隊
員
一
丸
と
な
り
「
し
ゃ
か
り
き

（
車
荷
力
）
に
な
っ
て
ダ
ン
プ
支
援
任
務
に
ま
い

進
し
ま
し
た
。

特
に
前
段
の
整
備
に
お
い
て
は
、
戦
車
場
の
フ

ラ
ッ
ト
化
戦
車
場
整
備
（
延
べ
５
０
６
０
㎥
、
１

０
１
２
台
分
）
、
新
追
分
道
法
面
補
修
整
備
（
延

べ
５
５
５
㎥
、
１
１
１
台
分
）
、
幹
線
道
路
の
整

備
に
伴
う
骨
材
敷
き
均
し
（
延
べ
８
８
０
㎥
、
１

７
６
台
分
の
土
砂
運
搬
）
等
を
、
後
段
は
第
３
師

団
が
実
施
す
る
部
隊
行
動
容
易
化
の
た
め
の
整
備

で
発
生
し
た
伐
採
木
の
運
搬
（
延
べ
６
３
０
㎥
、

１
２
６
台
分
）
を
実
施
し
、
輸
送
専
門
部
隊
と
し

て
持
ち
前
の
技
術
と
輸
送
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

被
支
援
部
隊
の
任
務
達
成
に
寄
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
演
習
場
整
備
期
間
中
、
整
備
支
援
任

務
の
指
揮
幕
僚
活
動
と
並
行
し
て
、
中
隊
Ｃ
Ｐ
Ｘ

を
実
施
し
、
３
四
半
期
の
隊
務
運
営
計
画
の
作
成

を
通
じ
、
幕
僚
業
務
要
領
を
演
練
し
ま
し
た
。

今
演
習
場
整
備
で
活
躍
し
た
永
野
３
曹
、
中
川

３
曹
は
第
６
施
設
群
長
か
ら
、
安
原
士
長
、
岡
村

士
長
、
森
糸
１
士
は
中
隊
長
か
ら
優
秀
隊
員
と
し

て
褒
章
さ
れ
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

中
隊
は
10
月
に
団
訓
練
検
閲
を
受
閲
予
定
で
あ

り
、
積
み
重
ね
て
き
た
練
成
の
成
果
を
「
自
信
と

誇
り
」
に
変
換
し
、
「
所
命
必
遂
」
で
任
務
に
邁

進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

」
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最
先
任
の
一
言

部
隊
長
随
筆

部隊名
階 級
氏 名

退官日

第１０２施設器材隊
本部付隊

２等陸曹
坂中 誠

令和３年７月１０日

第７施設群
本部管理中隊

１等陸曹
南井 徹

令和３年７月１８日

第１０４施設直接支援大隊
整備隊

陸曹長
岡本伸一郎

令和３年７月２５日

第１０２施設器材隊
隊本部

１等陸尉
春田 文彦

令和３年９月３日

大久保駐屯地業務隊
総務科

３等陸尉
福島 洋

令和３年９月１９日

第１０４施設直接支援大隊
本部

３等陸尉
野村 秀夫

令和３年９月１９日

定 年 退 官 者 紹 介
永年の勤務お疲れ様でした！

編

集

後

記
大久保駐屯地
T w i t t e r

平
素
か
ら
第
３
施
設
大
隊
に
対
し
、

格
別
な
る
ご
厚
情
及
び
ご
協
力
を
賜
り

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
題
の
「
挨
拶
」
で
す
が
、

皆
さ
ん
「
挨
拶
」
は
何
の
た
め
に
す
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
か
？
ま
た
皆
さ
ん

は
毎
日
「
挨
拶
」
を
し
て
い
ま
す
か
？

立
派
な
自
衛
官
（
社
会
人
）
に
な
っ
て

も
「
挨
拶
」
が
き
ち
ん
と
で
き
な
い
人

が
意
外
と
多
い
と
聞
き
ま
す
。

「
挨
拶
」
は
、
円
満
な
人
間
関
係
を

築
く
た
め
の
基
本
で
す
。
人
間
関
係
が

う
ま
く
い
く
人
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

ョ
ン
も
円
滑
に
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
「
挨
拶
」
ひ
と
つ
で
そ
の
人

の
人
柄
や
人
間
性
が
見
え
た
り
も
す
る

そ
う
で
す
。
普
段
の
生
活
態
度
が
現
れ

る
も
の
な
の
で
す
。
第
一
印
象
が
大
切

と
い
う
話
は
よ
く
耳
に
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
第
一
印
象
の
中
に
は
「
挨

拶
」
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
く
ら
身

だ
し
な
み
や
清
潔
感
に
気
を
配
っ
て
い

て
も
「
挨
拶
」
が
満
足
に
で
き
な
い
人

は
、
そ
の
時
点
で
相
手
か
ら
好
印
象
を

持
た
れ
ま
せ
ん
。

「
挨
拶
」
は
基
本
的
な
礼
儀
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
入
り
口
に
な
る
わ

け
で
す
。
「
挨
拶
」
が
き
ち
ん
と
で
き

て
い
た
ら
、
大
概
の
人
間
関
係
は
円
滑

に
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
「
挨
拶
」
は
相
手
に
対
す

る
気
遣
い
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
「

あ
な
た
の
存
在
を
大
切
に
思
っ
て
い
ま

す
よ
」
と
い
う
意
思
の
表
れ
で
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
「
笑
顔
」
と
「
挨
拶
」
は

セ
ッ
ト
で
す
。
挨
拶
を
す
る
と
き
に
は

必
ず
相
手
に
向
き
合
い
、
目
を
合
わ
せ

て
、
さ
り
げ
な
い
笑
顔
で
挨
拶
す
る
よ

う
に
日
頃
か
ら
心
が
け
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

第３施設大隊
最先任上級曹長

陸曹長 川中 初男

「
挨

拶
」

西大和学園中学校生による職場体験

転 入 部 隊 長 紹 介

第３１８基地通信中隊
大久保派遣隊長

３等陸尉 尾崎 素子(２０Ｃ)

出身地 ：和歌山県
要望事項：挑戦
座右の銘：彼を知り、己を知れば

百戦あやうからず！
好きな４文字熟語：百戦百勝！
趣味：登山
最近の流行り：孫子
好きな食べ物：焼肉

大
久
保
駐
屯
地
広
報
紙
「
や
ま
し
ろ
」
ご

愛
読
の
皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
３
年
度
第
２
四
半
期
号
よ
り
、

ご
縁
が
あ
り
、
第
１
科
広
報
班
の
今
西
３
曹

が
編
集
を
担
当
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

駐
屯
地
夏
祭
り
ま
で
中
止
と
な
り
残
念
で
す

が
、
来
年
こ
そ
は
皆
様
と
一
緒
に
笑
顔
で
盛

大
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
大
久

保
駐
屯
地
広
報
紙
「
や
ま
し
ろ
」
に
対
す
る

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。（

や
ま
し
ろ
担
当

今
西
３
曹
）

史料館研修
「長い歴史！」

「これでご飯を炊くの？」

教育隊見学
「暑い中すごい！」

「色んな車がいっぱい」

天幕構築
「呼吸を合わせて！」

基本教練
「ビシッと！」

「これは何？」

「これがテント？」

第
３
１
８
基
地
通
信
中
隊
大
久
保
派
遣
隊
長
に
着
任
し

た
尾
崎
３
尉
で
す
。

京
都
南
部
の
地
で
方
面
隊
の
施
設
科
部
隊
の
メ
ッ
カ
で

あ
る
、
こ
の
大
久
保
駐
屯
地
で
勤
務
で
き
る
こ
と
に
重
責

を
感
じ
て
い
ま
す
。
同
時
に
地
域
の
方
々
の
ご
支
援
・
ご

協
力
の
下
、
駐
屯
地
の
皆
様
と
勤
務
で
き
る
こ
と
に
喜
び

と
楽
し
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

大
久
保
派
遣
隊
は
、
10
名
の
少
な
い
人
数
で
常
続
不
断

の
通
信
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
駐
屯
地
の
皆
様
か
ら
信
頼

さ
れ
る
通
信
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

南井１曹

春田１尉

駐
屯
地
は
、
令
和
３
年
７
月
28
日
（
水
）
、
西
大
和
学
園
中

学
校
生
に
対
し
、
職
場
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

午
前
は
今
年
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
史
料
館
の
研
修
か

ら
始
ま
り
、
各
種
自
衛
隊
車
両
の
見
学
後
、
第
７
施
設
群
教
育

隊
の
訓
練
を
見
学
し
、
食
堂
に
お
い
て
普
段
食
べ
る
こ
と
の
出

来
な
い
自
衛
隊
の
食
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
自
衛
隊
で
使
用
す
る
天
幕
の
構
築
、
基
本
教

練
を
体
験
し
、
充
実
の
一
日
が
終
了
し
ま
し
た
。

職
場
体
験
を
終
え
た
学
生
か
ら
は
、
「
自
衛
隊
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
」
「
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
」

「
駐
屯
地
の
食
事
が
美
味
し
か
っ
た
」
等
、
多
数
の
好
意
的
な

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
体
験
者
か
ら
将
来
の
自
衛
官
の

誕
生
が
期
待
さ
れ
ま
す
！

岡本曹長

野村３尉 福島３尉

坂中２曹

第３０７ダンプ車両中隊長
３等陸佐 木村 功

令
和
３
年
３
月
15
日
（
月
）
付
を

も
っ
て
、
第
28
代
第
３
０
７
ダ
ン
プ

車
両
中
隊
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

歴
代
の
第
３
０
７
ダ
ン
プ
車
両
中

隊
長
が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
を
受

け
継
ぎ
「
自
信
と
誇
り
」
を
統
率
方

針
と
し
て
更
な
る
充
実
・
発
展
で
き

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
す
。

特
に
、
第
４
施
設
団
長
要
望
事
項

の
「
心
技
体
の
充
実
」
「
連
携
」
併

せ
て
駐
屯
地
司
令
要
望
事
項
で
あ
る

「
即
応
と
信
頼
」
を
具
現
す
べ
く
、

様
々
な
任
務
に
即
応
し
、
い
か
な
る

状
況
下
に
お
い
て
も
任
務
を
完
遂
で

き
る
強
い
第
３
０
７
ダ
ン
プ
車
両
中

隊
を
目
指
し
、
中
隊
長
要
望
事
項
で

あ
る
「
職
務
遂
行
」
と
「
連
携
及
び

献
身
」
を
中
隊
の
隊
員
一
人
一
人
が

具
現
し
隊
員
と
共
に
成
長
し
健
全
な

部
隊
を
築
き
上
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
お
い
て
、
「
自
覚
と
自
制
心
」
を

保
持
し
た
行
動
を
心
が
け
、
中
隊
か

ら
感
染
者
を
出
さ
な
い
よ
う
指
導
・

徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
素
か
ら

の
駐
屯
地
協
力
会
及
び
大
久
保
駐
屯

地
所
在
部
隊
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
大
久
保
駐
屯
地
の
一
員
と
し
て

駐
屯
地
の
更
な
る
発
展
、
充
実
に
寄

与
で
き
る
よ
う
隊
員
一
同
邁
進
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
中

隊
長
上
番
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

「
着
任
挨
拶
」

シ

現在のフォロワー
７４６０人！！

（３．１０．１現在）

フォローよろしくね！


